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平成２０年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２０年２月２１日）第４号

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第４号 平成２０年度三沢市一

般会計予算

第２ 議案第５号 平成２０年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第３ 議案第６号 平成２０年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第４ 議案第７号 平成２０年度三沢市土

地区画整理事業特別会計予算

第５ 議案第８号 平成２０年度三沢市老

人保健特別会計予算

第６ 議案第９号 平成２０年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第７ 議案第10号 平成２０年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第８ 議案第11号 平成２０年度三沢市介

護保険特別会計予算

第９ 議案第12号 平成２０年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第10 議案第13号 平成２０年度三沢市水

道事業会計予算

第11 議案第14号 平成２０年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

─────────────────

日程第１から日程第１１までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例・補正予算等審査特別委員会審査

報告）

第12 議案第15号 平成１９年度三沢市一

般会計補正予算（第６号）

第13 議案第16号 平成１９年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第３号）

第14 議案第17号 平成１９年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）

第15 議案第18号 平成１９年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

３号）

第16 議案第19号 平成１９年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第４

号）

第17 議案第20号 平成１９年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）

第18 議案第21号 平成１９年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

３号）

第19 議案第22号 三沢市職員の育児休業

等に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について

第20 議案第23号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第21 議案第24号 職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について

第22 議案第25号 職員の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について

第23 議案第26号 三沢市特別会計条例の

一部を改正する条例の制定につ
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いて

第24 議案第27号 三沢市乳幼児医療費給

付条例の一部を改正する条例の

制定について

第25 議案第28号 三沢市重度心身障害者

医療費助成条例の一部を改正す

る条例の制定について

第26 議案第29号 三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の一部を改

正する条例の制定について

第27 議案第30号 三沢市後期高齢者医療

に関する条例の制定について

第28 議案第31号 三沢市企業立地促進条

例の制定について

第29 議案第32号 三沢市立三沢病院事業

の設置等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

第30 議案第33号 三沢市総合振興計画の

基本構想について

第31 議案第34号 財産の取得について

第32 議案第35号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第１２から日程第３２までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第33 議案第36号 三沢市副市長の選任に

つき同意を求めることについて

第34 議案第37号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第３３及び日程第３４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（総務文教常任委員会審査報告）

第35 請願第３号 教育予算の拡充に関す

る意見書の提出を求める請願

─────────────────

日程第３５の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（民生常任委員会審査報告）

第36 請願第１号 三沢市立病院建築の凍

結に関する請願

─────────────────

日程第３６の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第37 基地対策特別委員会審査報告

─────────────────

第38 幹線道路促進特別委員会審査報告

─────────────────

第39 議員提出議案第１号 一級河川の権

限委譲に関する意見書（案）の

提出について

─────────────────

日程第３９の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論・採決

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第４号 平成２０年度三沢市一

般会計予算

第２ 議案第５号 平成２０年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第３ 議案第６号 平成２０年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第４ 議案第７号 平成２０年度三沢市土
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地区画整理事業特別会計予算

第５ 議案第８号 平成２０年度三沢市老

人保健特別会計予算

第６ 議案第９号 平成２０年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第７ 議案第10号 平成２０年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第８ 議案第11号 平成２０年度三沢市介

護保険特別会計予算

第９ 議案第12号 平成２０年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第10 議案第13号 平成２０年度三沢市水

道事業会計予算

第11 議案第14号 平成２０年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

─────────────────

日程第１から日程第１１までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例・補正予算等審査特別委員会審査

報告）

第12 議案第15号 平成１９年度三沢市一

般会計補正予算（第６号）

第13 議案第16号 平成１９年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第３号）

第14 議案第17号 平成１９年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）

第15 議案第18号 平成１９年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

３号）

第16 議案第19号 平成１９年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第４

号）

第17 議案第20号 平成１９年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）

第18 議案第21号 平成１９年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

３号）

第19 議案第22号 三沢市職員の育児休業

等に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について

第20 議案第23号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第21 議案第24号 職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について

第22 議案第25号 職員の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について

第23 議案第26号 三沢市特別会計条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第24 議案第27号 三沢市乳幼児医療費給

付条例の一部を改正する条例の

制定について

第25 議案第28号 三沢市重度心身障害者

医療費助成条例の一部を改正す

る条例の制定について

第26 議案第29号 三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の一部を改

正する条例の制定について

第27 議案第30号 三沢市後期高齢者医療

に関する条例の制定について

第28 議案第31号 三沢市企業立地促進条

例の制定について

第29 議案第32号 三沢市立三沢病院事業

の設置等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

第30 議案第33号 三沢市総合振興計画の

基本構想について

第31 議案第34号 財産の取得について

第32 議案第35号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第１２から日程第３２までの議事

１．委員長の審査報告
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２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第33 議案第36号 三沢市副市長の選任に

つき同意を求めることについて

第34 議案第37号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第３３及び日程第３４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（総務文教常任委員会審査報告）

第35 請願第３号 教育予算の拡充に関す

る意見書の提出を求める請願

─────────────────

日程第３５の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（民生常任委員会審査報告）

第36 請願第１号 三沢市立病院建築の凍

結に関する請願

─────────────────

日程第３６の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告にいする質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第37 基地対策特別委員会審査報告

─────────────────

第38 幹線道路促進特別委員会審査報告

─────────────────

第39 議員提出議案第１号 一級河川の権

限移譲に関する意見書（案）の

提出について

─────────────────

日程第３９の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論・採決

─────────────────

（１９名）◎出席議員

議 長 １番 堤 喜一郎 君

副議長 １５番 馬 場 騎 一 君

２番 西 村 盛 男 君

３番 附 田 一 君

４番 畠 山 正 孝 君

５番 山 田 清 彦 君

６番 野 坂 篤 司 君

７番 太 田 博 之 君

８番 春 日 洋 子 君

９番 堀 光 雄 君

１０番 工 藤 内 記 君

１１番 小比類巻 雅 彦 君

１３番 小比類巻 正 規 君

１４番 舩 見 亮 悦 君

１６番 山 本 弥 一 君

１７番 西 村 盛 司 君

１８番 小比類巻 種 松 君

１９番 森 三 郎 君

２０番 馬 場 義 美 君

─────────────────

（１名）◎欠席議員

１２番 石 井 征 男 君

─────────────────

（２６名）◎説明のため出席した者

市 長 種 市 一 正 君

会 計 管 理 者 中 村 純 孝 君

政策推進部長 桑 嶋 豊 士 君

総 務 部 長 糸 井 健 二 君

企画財政部長 月 館 孝 君

民 生 部 長 宮 崎 倫 子 君

健康福祉部長 米 田 光一郎 君

経 済 部 長 澤 口 正 義 君

建 設 部 長 藤 田 正 次 君
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上下水道部長 川 代 一 男 君

尾 形 豊 君商業活性化推進監

政策推進部参事
野々宮 忠 良 君

兼政策調整課長

政策推進部参事
今 村 哲 也 君

兼 秘 書 課 長

総 務 課 長 繋 範 雄 君

企画財政部参事
佐々木 卓 也 君

兼 財 政 課 長

国保年金課長 工 藤 治 君

介護福祉課長兼
いきいきデイ 小笠原 雅 義 君
センター所長

観光推進課長 奥 山 章 彦 君

建築住宅課長 織 笠 一 任 君

向 井 忠 晴 君アメリカ村推進課長

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

消 防 長 小比類巻 正 雄 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 横 岡 勝 栄 君

教 育 次 長 宮 古 直 志 君

監 査 委 員 下斗米 新次郎 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 古 澤 次 寸 君

次 長 村 越 栄 一 君

庶 務 係 長 出 戸 勝 君

主 任 主 査 河 村 健 康 君

主 査 岩 織 香奈子 君
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午前１０時０１分 開議

定足数に達してお○議長（堤 喜一郎君）

りますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第 １ 議案第 ４号から

日程第１１ 議案第１４号まで

日程第１ 議案第○議長（堤 喜一郎君）

４号から日程第１１ 議案第１４号までの１

１件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長○議長（堤 喜一郎君）

報告に対し、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

１０番工藤内記議員。

議案第４号平成２○１０番（工藤内記君）

０年度三沢市一般会計予算に対する一部反対

討論を行います。

第３款民生費第１項社会福祉費第７目老人

福祉費に長寿祝い金として４,８１４万５,０

００円が計上されています。しかし、７１歳

から７６歳までの高齢者は、１万円から５,

０００円に減額され、これが２年間の経過措

置がとられた後は、なくなるというもので

す。

この長寿祝い金について、平成１８年の第

１回定例会で、長寿祝い金を廃止し、その予

算額を市単独の少子化対策に振り向けてはど

うかという一般質問に対し、市の答弁は、

「長年にわたって社会に貢献された高齢者に

対しまして祝い金を支給し、これを祝福する

とともに、高齢者福祉の増進を図ることを目

的としており」、「また、現在の三沢市の礎

を築かれました高齢者の方々に対しまして敬

意を払う趣旨も含んでおり」、「厳しい財政

事情下にありますが、市といたしましては、

お孫さんのお小遣いにするなどの楽しみを奪

うことなく、今後も継続していきたい」。

「長寿祝い金を廃止し、少子化対策への流用

転換を図ることにつきましては、少子化と高

齢社会、それぞれ別のものと考えておりま

す」というものであります。今回の予算措置

は、高齢者福祉の後退と言わなければなりま

せん。

第３款民生費第１項社会福祉費第１５目後

期高齢者医療費として３億円余りが計上され

ていますが、この制度は、７５歳以上のすべ

ての人を国保や健保から脱退させ、新たに保

険料を徴収、年金月額１万５,０００円以上

の人は、介護保険料と一緒に年金から天引き

されます。

しかも、２年ごとに自動的に引き上げる仕

組みです。低年金、無年金の人は、市役所窓

口払いになり、滞納すれば保険証が取り上げ

られます。資格証明書になると、病院には全

額負担しなければなりません。

また、治療に制限を設け、７５歳以上に差

別医療を持ち込みます。お年寄りを７５歳を

境に前期と後期に区分し、７５歳以上に差別

医療を持ち込むなどは、政治のやることでは

ありません。

今、実施しようとしている新たな医療制度

に怒りの声が広がっています。中止、見直し

を求める意見書を採択した地方議会も、２月

２日現在で５０３となり、その後も広がりを

見せています。これは、医療制度そのものに

問題点があるからであります。

第７款商工費第１項商工費第４目斗南藩記

念観光村管理費４,３１６万９,０００円、第

８款土木費第４項都市計画費第６目（仮称）

アメリカ村広場整備事業費４,３３８万５,０

００円が計上されています。

今、日本共産党が実施しているアンケート

でも、斗南藩記念観光村については、９５％

の人が無駄・反対。アメリカ村については、

９０％の人が無駄・反対という声が寄せられ
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ています。費用対効果の面から考えても、三

沢市の財政状況が厳しくなる中で、後々の負

担を心配する声があります。

第１０款教育費第４項社会教育費第３目図

書館費の指定管理料５,１０２万２,０００円

が計上されていますが、図書館の指定管理者

制度については、依然として反対でありま

す。

以上の観点から、これらの点での一部反対

を表明するものであります。

続いて、第５号平成２０年度国民健康保険

特別会計予算に対する一部反対討論を行いま

す。

第３款後期高齢者支援金等第１項後期高齢

者支援金等として５億３,９３３万２,０００

円が計上されています。お年寄りを７５歳を

境に前期と後期に区分し、７５歳以上に差別

医療を持ち込むなどは、政治のやることでは

ないことは一般会計の反対討論でもやりまし

たが、この大もとには、小泉内閣以来の社会

保障の削減があり、医療に金をかけないとい

う根本問題があります。

新しい制度は、高齢者の皆さんを７５歳以

上の後期高齢者と、６５歳から７４歳までの

前期高齢者に分けて、後期高齢者だけを切り

離した医療保険制度にするもので、一昨年、

自民・公明両党が強行した医療改悪法で導入

が決められました。

ねらいは、高齢者の医療費を抑制すること

にあります。７０歳を超えるお年寄りに重い

負担を求める予算には、一部反対を表明する

ものであります。

続いて、議案第１２号平成２０年度三沢市

後期高齢者医療特別会計予算に対する反対討

論を行います。

現在は、すべての国民が年齢に関係なく国

民健康保険や組合健康保険、政府管掌健康保

険などに加入していますが、この４月以降、

７５歳以上の人は全員、今、加入している国

保や健保から脱退させられ、後期高齢者医療

制度に加入しなければなりません。

この制度の特徴は、７５歳以上のすべての

人が保険料を支払わなければならないことで

す。現在、年収１８０万円以下で、子供など

の扶養家族になっている高齢者は、保険料を

支払う必要がありません。しかし、新制度で

は、この人たちも保険料負担が課せられま

す。保険料を世帯単位で徴収する現在の仕組

みから、高齢者個人から保険料を徴収する仕

組みに変わるためであります。

高齢者の医療保険料の支払い方法も、この

４月から、６５歳以上の人は年金から天引き

されます。保険料が年金天引きになるのは、

６５歳以上で、国民健康保険に加入している

人と、７５歳以上のうち、年金額が月１万

５,０００円以上の人です。

厚生労働省は、保険料の年金天引きについ

て、保険料を確実に徴収するためだと説明し

ています。全国で住民を苦しめている高い国

保料まで、年金から問答無用で引いてしまお

うというのであります。６５歳から７４歳ま

での国保加入世帯のうち、約６割が年金天引

きの対象に、７５歳以上の人の場合は、約８

割の人が年金から保険料を天引きされること

になります。既に天引きされている介護保険

料と合わせると、平均で毎月１万円前後の保

険料が年金から引かれることになります。

今、全国で中止、見直しを求める意見書を

採択した地方議会もふえ、その後も広がりを

見せています。

以上の観点から、反対を表明するものであ

ります。

次に、６番野坂篤○議長（堤 喜一郎君）

司議員。

私は、議案第４号平○６番（野坂篤司君）

成２０年度三沢市一般会計当初予算について

の賛成討論を行います。

はじめに、斗南藩記念観光村管理費につい

て行います。

斗南藩記念観光村は、日本初の西洋式牧場

発祥の地であり、当市が内外に誇れる歴史・

文化を後世に伝え残すことのできる観光拠点

施設として、平成元年から平成８年までを第

１期計画として、１１ヘクタールの整備を行
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い、平成７年にオープンしております。

その後、第１期計画の南側隣接地に食堂や

生産物直売所を兼ね備えた安らぎの駐車帯を

県とともに整備し、国土交通省から道の駅の

登録を受け、平成１２年１０月に、道の駅み

さわ斗南藩記念観光村としてオープンしたも

のであります。

また、第２期計画整備後には、施設利用者

の増加が見込まれたことから、観光需要の変

化及び地域住民の要望に対応し、地産地消に

よる農業振興及び観光振興を図るため、レス

トランや産地直売所等を兼ね備えた道の駅み

さわ斗南藩記念観光村の核施設となる総合案

内施設の建設を行い、平成１９年７月２８日

に同施設をオープンしております。

このたびの平成２０年度三沢市一般会計当

初予算に盛り込まれております斗南藩記念観

光村管理費の予算額４,３１６万９,０００円

は、現在、地場産品を地元で消費する地産地

消の取り組みが全国的に注目されている中に

あって、当市においても地域経済の発展に向

けた積極的な取り組みが求められており、地

産地消の交流拠点整備による地域経済循環型

社会の構築が急務となっております。

その拠点施設を維持管理するための斗南藩

記念観光村管理費は、特に必要性の高い事業

であると言えるものであります。

また、総合案内施設がオープンしてから

は、農業生産者からは、消費者の声を直接聞

くことで、品質に対する意識が向上してお

り、農業から食べる業、すなわち「食業」の

考え方も定着しつつあります。

一方、消費者からは、生産者の顔が見える

ことで安心感が得られ、すぐそばに畑があ

り、新鮮な農産物がより安く手に入る等の意

見も寄せられております。

このように、地域交流の場としても大いに

活用され、現時点でも入客数は、前年度の同

時期に比べ約１.７倍の結果となっておりま

す。

今後、東北自動車道八戸線の青森までの結

節が見込まれており、本県における高速交通

体系の確立を見据え、各地の道の駅に対する

競争力を備えるためにも、斗南藩記念観光村

管理費は、市民本位の行政に欠かせない重要

施策でありますことから、斗南藩記念観光村

管理費が計上されている平成２０年度三沢市

一般会計当初予算について、賛成するもので

あります。

次に、長寿祝い金について、賛成の立場で

討論いたします。

長寿祝い金は、昭和４６年から、長年にわ

たり社会に貢献された７０歳以上の方を支給

対象として始めましたが、高齢社会を迎えた

現在、平均寿命は当時とは比較にならないほ

ど延びております。

制度が始まった昭和４６年当時、７０歳以

上の方が二百七十数名であったのですが、１

５年経過した昭和６１年には１,８９６名に

なり、さらに、平成１９年は、昨年度の状況

でありますけれども、約６,０００名に近い

人が７０歳以上になりました。このまま長寿

祝い金を払い続けていきますと、１０年後に

は、毎年１億円以上の予算を計上しなければ

ならない時代が来るのであります。

このことにより、長寿という概念が創設当

時とは著しく異なってきており、支給対象年

齢を引き上げることはいたし方ないことだと

思います。

賀寿、いわゆる年齢の、古希とか米寿と

か、そういうことを賀寿といいますが、賀寿

の一つである古希７０歳に支給し、次に、喜

寿７７歳以上に支給するということは、現在

の平均寿命とも合致しており、現時点では極

めて理にかなった方法だと思います。

右肩下がりの財政状況下で、この支給方法

による削減効果に期待するものでもあります

が、７０歳以上の方々の、先人・先輩の方々

の健康にも期待するものであります。このこ

とを考え、２０年度予算の長寿祝い金制度に

対し、賛成するものであります。

次に、中心市街地活性化事業について、賛

成の立場で討論いたします。

三沢市中心市街地の歴史を振り返れば、昭
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和２０年８月２４日、終戦と同時に、アメリ

カ陸軍やまねこ部隊が進駐し、翌年の２１年

にアメリカ空軍戦闘隊が進駐し、昭和２３年

２月１１日に、人口２万７,１２７人で大三

沢町が誕生しました。

当時、大三沢町には全国から人が集まり、

昭和４０年代までは、中心市街地である中央

商店街は活気に満ちあふれていました。その

後、車社会になり、郊外店舗ができるなどし

て、著しく商店街の活気が下がり続けまし

た。そこから中心市街地活性化を模索するた

め、三沢市や三沢市商工会が力を合わせ、現

在に至っているのであります。その間の関係

者の並々ならぬ努力に私は心から敬意を表す

るものであります。

その成果があり、現在、三沢市では、中心

市街地の活性化を目的として、区画整理手法

を用いて都市基盤整備を図り、空き地・空き

店舗を集約・再編し、地域の特性を生かした

異文化交流をテーマに、特色のある商店・飲

食店を集中させた（仮称）アメリカ村整備事

業を推進しているところであり、近年の地域

間競争に打ち勝つ起爆剤として、市民はもと

より県内外から大きく注目され、また、期待

されているところであります。

そのような中にあって、（仮称）アメリカ

村広場は、年間を通して各種多様なイベント

を開催する場所として、また、観光客など

に、ここを訪れる方々が休息し、いやしの場

所として計画されているものであります。こ

の計画は、三沢でなければできない、三沢だ

からこそやらなければならないまちづくりだ

と思うものであります。まさに、地域のシン

ボル的空間として、（仮称）アメリカ村のに

ぎわいの創造には必要不可欠な施設であると

考えるものであります。

このことから、中心市街地活性化事業に賛

成するものであります。

以上であります。

次に、１４番船見○議長（堤 喜一郎君）

亮悦議員。

私は、議案第１４○１４番（舩見亮悦君）

号平成２０年度三沢市立三沢病院事業会計予

算の中で、新病院建設に関する予算に反対す

るものであります。

今、（仮称）アメリカ村構想に基づき、建

設が進行中であり、また、三沢市中心市街地

活性化基本計画が国の認可を得て、検討会が

計画推進のため検討中であり、まだ結論が出

ておりません。

そのような中で、中心市街地活性化基本計

画区域以外への病院移転は大きなマイナス要

因になるとして、再検討を求める署名が１週

間で１,２３４名集まり、市長及び議長に対

して、要望書及び請願書を提出したところで

もあります。この市民の声は、大変重いもの

があります。

新病院の完成年度が平成２２年度を予定

し、それにアクセスする市道東岡三沢・松原

線が、その後、１年おくれの平成２３年度

に、約３１億円をかけて完成する予定と聞い

ておりますが、これもちぐはぐなことで、い

わゆる整合性がないと思います。

また、新病院に関連する下水道事業も、さ

らに約１５億円かかると聞いております。

このような中で、このままだと市財政も４

年後には赤字化すると財政担当部局から発表

された現在、病院移転に関係するこの予算は

認めるわけにはいかないのであります。いま

一度立ちどまり、再検討の上、推進すること

が賢明であります。

よって、反対するものであります。

また、採決においては、議員各位の良識あ

る判断を願うものであります。

以上をもって、反対討論といたします。

以上で、討論を打○議長（堤 喜一郎君）

ち切ります。

これより、採決します。

議案第４号、議案第５号、議案第１２号及

び議案第１４号を除く議案第６号から議案第

１３号までの７議案は、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）
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ます。

よって、議案第６号平成２０年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算、可決、議案第

７号平成２０年度三沢市土地区画整理事業特

別会計予算、可決、議案第８号平成２０年度

三沢市老人保健特別会計予算、可決、議案第

９号平成２０年度三沢市農業集落排水事業特

別会計予算、可決、議案第１０号平成２０年

度三沢市下水道事業特別会計予算、可決、議

案第１１号平成２０年度三沢市介護保険特別

会計予算、可決、議案第１３号平成２０年度

三沢市水道事業会計予算、可決とそれぞれ決

しました。

次に、議案第４号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第４号平成２０年度三沢市一

般会計予算については、可決と決しました。

次に、議案第５号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第５号平成２０年度三沢市国

民健康保険特別会計予算については、可決と

決しました。

次に、議案第１２号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第１２号平成２０年度三沢市

後期高齢者医療特別会計予算については、可

決と決しました。

次に、議案第１４号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第１４号平成２０年度三沢市

立三沢病院事業会計予算については、可決と

決しました。

─────────────────

◎日程第１２ 議案第１５号から

日程第３２ 議案第３５号まで

日程第１２ 議案○議長（堤 喜一郎君）

第１５号から日程第３２ 議案第３５号まで

の２１件を一括議題といたします。

条例・補正予算等審査特別委員会の審査報

告書は、お手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長○議長（堤 喜一郎君）

報告に対し、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

１６番山本弥一議員。

議案第３３号三沢○１６番（山本弥一君）

市総合振興計画について、反対の立場で討論

いたします。

今回の基本構想の基本理念は、「人とまち

みんなで創る 国際文化都市」と定め、そ

の実現のため、六つの基本方針を掲げていま

す。基本理念とは、リーダーまたは構成員の

価値観によって選択される行動指針でありま

す。

行政には、一つの目的意識やビジョンと、

これを達成するための計画が必要でありま

す。これは、何をなすべきかの政策の選択、

その優先順位を定め、効率的な運営を高める

ため、総花式を排除しようとするものであり

ます。

一般的に市町村では、基本構想と基本計画

並びに実施計画から構成されています。本市

は、国際色豊かなまちであります。今日の国
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際化の波を積極的に受けとめ、具体的な創造

や戦略を打ち出し、展開していくところに、

本市の経済や社会及び教育や文化の振興・発

展のかぎがあります。

例えば、国際色を生かした国際産業技術交

流センターや国民・民俗・文化交流村づくり

と、コミュニケーションやオリエンテッドな

どを合わせた側面をあわせ持つような、国際

的に開かれたまち、いわゆるコスモポリスの

形成を図るまちづくりが重要課題でありま

す。これは、いわばミニ国際交流中核実験都

市であります。

それには、国際化の中心として、空港や港

湾をはじめ、交通網の整備や学術交流、技術

交流、文化交流、人間交流、青少年交流やイ

ベント等にふさわしい会議場や研修センター

並びに大学機関の設置を図り、あわせてレク

リエーション施設等の整備を進めるべきであ

ります。

この実現課題は、自然を生かしたレクリ

エーションセンターをはじめ、コンベンショ

ンホールや会議場及び国際大学機関との有機

的ゾーニングが大きな課題であります。中で

も、人づくりは一番大切であり、国際交流中

核都市の核となるものであります。

国を超え、肌の色や目の色を超え、文化・

風俗を超えた人間と人間の真の触れ合いを求

め、ともに同じ時代を生きている仲間とし

て、出会いの喜びを共感できるような開かれ

た精神の持ち主を数多く育成することが、国

際文化都市を目指す本市にとって重要課題で

あります。

本市は、今日まで国際人の育成を目的に、

国際交流教育センターを設置し、国際化への

人材を育成するため、大学等高等教育機関の

設置に向け、県と協議を長年にわたって重

ね、重点要望してまいりました。しかし、実

現に至っていないのが実情であります。

今回の三沢市総合振興計画には、この大学

等高等教育機関の設置計画が掲げられていま

せん。新たな振興計画に市民の声を反映した

と強調はしているが、あれもこれもという総

花的で、集中性に乏しく、基本理念と乖離

し、核となる目玉に欠けています。これで

は、きらめく市政、国際文化都市の基本理念

の根本を否定するに等しく、戦略・戦術が感

じられず、真の国際文化都市の建設にほど遠

い内容であって、よって、議案第３３号三沢

市総合振興計画は認めがたく、以上の理由

で、反対を表明するのであります。

次に、７番太田博○議長（堤 喜一郎君）

之議員。

私は、議案第３３号○７番（太田博之君）

三沢市総合振興計画の基本構想について、賛

成の立場で討論をいたします。

現在、地方の社会経済環境は、長引く景気

低迷を背景とした格差社会の拡大による雇用

情勢の悪化や、国による地方交付税の削減な

ど、地方自治体にとりましては大きな転換期

を迎えております。

このような時代の流れの中で、種市市政最

初の、三沢市のまちづくりの指針である三沢

市総合振興計画基本構想が提案されたわけで

ありますが、策定に当たっては、これまで各

界各層の代表１８名による三沢市総合開発審

議会が、延べ８回にもわたる会議を行い、真

に三沢市の将来を見据えた議論をされたとお

聞きをしております。

一般的に、総合計画の策定は、コンサルタ

ントに委託するなど、型にはまった計画にな

りがちでありますが、計画策定の基本は、本

来、その市町村に住む人々が、地域の持つ伝

統・文化・特色などに根差し、独自の発想と

企画力をもって、地域の特性を生かした個性

に満ちた計画を策定し、まちづくりの指針と

するべきものだと、このように考えておりま

す。

そのような観点から、今回の三沢市総合振

興計画基本構想は、三沢市総合開発審議会委

員１８人の方々を中心とし、市民の意向に基

づいた、行政との協働で、しかもコンサルタ

ントを介さず、手づくりでつくり上げられた

ということで、まさに地方分権の時代にふさ

わしい画期的な取り組みであり、市民に根差
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したものとして、その価値を認めるところで

あります。

さて、この総合振興計画の策定に当たって

の基本構想では、時代の潮流として、基本構

想では、地方分権の進展、人口減少時代、本

格的な高齢社会、持続可能な地域づくり、新

しい公共の概念の４項目にわたって総括をし

ております。

さらには、市民アンケートによる、まちづ

くりの課題として、医療体制の充実、出産・

子育ての支援、健康づくりの推進、福祉の充

実、産業の育成と雇用の確保、安全で安心な

暮らしの確保、生活基盤の整備、基地対策、

行政改革の９項目にわたり分析がなされてお

ります。

このような、当市が抱えるさまざまな課題

について、市民が希望を抱けるまちづくりの

方向と、将来の都市像を明らかにしており、

市民一人一人が持つ豊かで多様な知識と経験

を生かしたまちづくりの推進と、市民が主体

となった、にぎわいのある三沢市を目指し、

基本理念を「人とまち みんなで創る 国際

文化都市」としております。

提案されました三沢市総合振興計画基本構

想は、以上のように、新しい時代にふさわし

く、市民にわかりやすく整理をされ、弾力的

で十分実効性のあるものと評価するものであ

ります。

このようなことから、私は、本議案に対

し、賛成をするものであります。

次に、１０番工藤○議長（堤 喜一郎君）

内記議員。

議案第１５号平成○１０番（工藤内記君）

１９年度三沢市一般会計補正予算（第６号）

に対する、一部反対討論を行います。

第４款衛生費第１項保健衛生費第１２目老

人保健対策費として１,７３３万５,０００円

計上しています。

後期高齢者医療制度で重大なのは、保険料

が払えない高齢者から保険証を取り上げる仕

組みになっていることであります。年金が１

万５,０００円に満たない人は、保険料を自

分で納めに行かなければなりません。保険料

が払えなければ、保険証を取り上げられ、か

わりに資格証明書を発行されることになりま

す。資格証明書では、病院の窓口で、かかっ

た医療費を全額支払わなければなりません。

保険料を払えない人に、医療費を全額支払え

などというのは、病院に来るなと言っている

のも同然であります。

今は、国保料を滞納しても、７５歳以上の

人からは保険証を取り上げてはいません。国

民健康保険法第９条第３項で、被爆者などと

並んで、保険証を取り上げてはいけないと定

められているからです。ところが、一昨年の

改悪で、高齢者がこの対象から外されたた

め、保険証の取り上げが可能となりました。

既に国保では、生活苦で国保料が払えず、

資格証明書となった人が病院に行けずに重症

化したり、手おくれになって亡くなったりす

る悲しい事態が続発しています。

保険証の取り上げの対象を７５歳以上まで

広げることは、貧困で苦しむお年寄りから医

療までも奪い取るものであります。

こういう観点から、一部反対を表明するも

のであります。

続いて、議案第２５号職員の給与の特例に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いての反対討論を行います。

この条例の改正は、市役所職員の皆さんの

６月と１２月の期末手当の１０％カットを平

成２０年も続けるために提案されたものです

が、その提案理由は、三沢市の財政状況を考

慮し、職員の人件費を削減するためとなって

います。

これまでも各種手当の削減など、職員の皆

さんに負担を強いています。本当に三沢市の

財政状況を考慮してというのであれば、不要

不急の支出がないか真剣に見直し、職員の皆

さんへの負担は最小限度にとどめるべきであ

るという観点から、反対を表明するものであ

ります。

続いて、議案第２６号三沢市特別会計条例

の一部を改正する条例の制定についての反対
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討論を行います。

７５歳以上のすべての人に差別医療を持ち

込み、問題点の多い後期高齢者医療制度につ

いて、中止、見直しを求める立場から、後期

高齢者医療特別会計の設置には反対でありま

す。

議案第３０号三沢市後期高齢者医療に関す

る条例の制定について、反対討論を行いま

す。

後期高齢者医療制度は、２００６年、自民

・公明両党が強行した医療改革法で導入が決

められました。

後期高齢者とは、７５歳以上の人のことで

あります。現在、７５歳以上の人は、生活状

況や所得に応じて、さまざまな医療保険に加

入しています。年金生活者の多くは、国民健

康保険に加入しています。低所得のため、サ

ラリーマンや公務員の扶養家族として、組合

健康保険や政府管掌健康保険などの被用者保

険に入っている人もいます。自分で商店や農

業を営んでいる高齢者は国保に入り、企業に

雇用されている高齢者は健保に加入している

場合もあります。

後期高齢者医療制度が導入されると、この

４月から、７５歳以上の高齢者は、それまで

加入していた国保や健保を脱退させられ、新

しくできる後期高齢者だけの医療保険に組み

入れられます。

現行制度との大きな違いの一つは、保険料

の年金天引きであります。年金額が月１万

５,０００円以上の人は、介護保険料と合わ

せて後期高齢者医療保険料を年金から天引き

されます。

また、現在、扶養家族として被用者保険に

加入している人は、直接本人が保険料を支払

うことはありませんが、新制度では、一人一

人が保険料を払わなければならなくなりま

す。家族に扶養されている低所得の人も含

め、すべての後期高齢者から保険料を取り立

てようというものであります。

もう一つの大きな問題は、後期高齢者の医

療を制限することを検討していることです。

これが実施されると、７５歳以上の人は、そ

れより下の人と比べて、受ける医療の内容も

差別されるようになります。後期高齢者医療

制度は、７５歳以上の人を他の医療保険から

切り離し、保険料の取り立てを強化しなが

ら、医療内容に格差をつけることをねらった

ものであります。

以上の観点から、反対を表明するものであ

ります。

最後は、議案第３３号三沢市総合振興計画

の基本構想について、反対討論を行います。

三沢市の総合的かつ計画的な行政の運営を

図るための基本構想が提案されていますが、

５年後、１０年後の三沢市のあるべき姿が

さっぱり見えてきません。

平成２０年度から始まる総合振興計画も、

平成２０年度予算にどのように反映されてい

るのかも不透明であります。市民の皆さんの

意見を広く聞いた様子も見られません。この

計画にどれくらいの財政を投資するのかも不

明であります。非常に抽象的な作文のように

思えてならないのは私だけでしょうか。

５年後、１０年後の三沢市の展望が見えな

い三沢市総合振興計画には、反対を表明する

ものであります。

以上であります。

次に、２番西村盛○議長（堤 喜一郎君）

男議員。

議案第３３号三沢市○２番（西村盛男君）

総合振興計画の基本構想について、賛成の立

場で討論いたします。

三沢市総合振興計画策定に当たりまして

は、平成１８年度から準備を進め、本年１月

２５日には、市民公募をはじめとする有識者

１８名で構成された三沢市総合開発審議会か

ら、原案のとおり答申があったとお聞きして

おります。

一方、基本構想の策定に当たりましては、

市民アンケート調査をはじめとして、市内４

４カ所において、まちかど相談日を設けるな

ど、幅広く市民の意見が集約された、そう

いったものと理解しております。
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私は、昨年９月、第３回定例会の一般質問

におきまして、さまざまな立場にある市民の

声を今後の市政運営に生かしてもらいたいと

いう旨の発言をしておりますが、先般の議員

説明会や、本定例会議案説明会において、原

案の説明を受けた際、本計画は、刻々と移り

変わる時代の変化や、市民のニーズの多様化

等々にも対応できるように配慮した表現、開

かれた市政の推進、そして、市全体の協働に

よる取り組み、さらには、効率的で有効な市

政運営、そういったものを図るための行政運

営システムを導入するなど、時代に即応した

弾力的な計画であると実感したところであり

ます。

また、基本理念を「人とまち みんなで創

る 国際文化都市」として、まちづくりの主

体は市民であり、その実現を図るため、六つ

の基本方針を当振興計画の柱として表現して

おり、その方向性は、今後の三沢市の目指す

総論的位置づけとして、すぐれた基本構想で

あると、このように私は評価するものであり

ます。

よって、以上のことから、私といたしまし

ては、本議案に対し、賛成を表するものであ

ります。

次に、５番山田清○議長（堤 喜一郎君）

彦議員。

私は、議案第１５号○５番（山田清彦君）

平成１９年度三沢市一般会計補正予算（第６

号）に関し、一部反対の立場で討論します。

補正予算の支出の項目の中で、８款土木費

５項住宅費１目住宅管理費の中に、住宅使用

料返還金３万円が計上されています。

これは、２月１２日に、青森県が県営住

宅、八戸市の白銀台団地の一部と、三沢市の

桜町団地の入居者から、家賃を長期にわたり

過大に徴収していたことがわかったという報

道と符合する問題であります。

２月１３日には、両方の県営住宅の過大徴

収が２００万円に達していることが明らかと

なりました。桜町団地の場合、２００５年５

月から２００８年１月までに、３５世帯から

計４９万１,８３０円を過大に徴収していま

した。１世帯当たりの差額は１,８００円か

ら３万７,３００円であったと。この理由と

して、２００４年度とするべき建物完成時期

を２００５年度と誤ったほか、建物内の設備

に関するデータにも入力ミスがあったと、こ

こまでは新聞報道されています。

しかし、今回の補正予算では、三沢市営住

宅でも同様の過ちがあったということが、１

８日の条例委員会の中ではじめてわかりまし

た。この過ちが発覚したのは１月上旬という

ことでありますが、種市市長は、１月１５日

までに事態を承知して、その改善を求めると

いうところまでいったそうであります。

ところが、このような事実が関係者の内輪

で処理されて、いわゆる市営住宅で過大に徴

収していたという問題が、市役所内で水平展

開されていなかったというのには驚きを禁じ

得ません。

国の方針、県の方針に従うというのが三沢

市の行政方法であると思いますけれども、そ

の方針が誤っていれば、三沢市も過ちを行う

という見本であるのに、その反省を市政運営

に生かす必要があると私は思いますけれど

も、そのようなことすら検討もされず、条例

の委員会に参加した部長からも、はじめてそ

のような話を聞きましたという、大変問題の

ある発言も繰り返されたところであります。

以上のことから、市営住宅の返済額と、こ

こに書かれている三沢市の返済金３万円との

差が余りにも大きいことから、内容について

も疑義があると思いますので、補正予算の６

号に私は反対するところであります。

次に、議案第２２号三沢市職員の育児休業

等に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について、反対の立場で討論します。

この条例の中で、第９条に、育児短時間勤

務することができない職員が定められてお

り、非常勤職員、臨時的に任用される職員等

がその対象者とされています。

ただし、現在の三沢市の状況を見ますと、

三沢市立三沢病院では、有資格者が約８０
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名、そして、市役所内では１１１名が、いわ

ゆる非常勤職員や臨時的に任用される職員等

であります。

子育て支援制度を導入して、子供を産み、

育てやすい環境づくりを目指す三沢市が、正

規採用の職員並みに働く彼ら対して、むしろ

その制限をすることには反対であります。

特に、現在は、民間会社への影響が大変大

きいと思っておりますが、民間では、最近、

派遣社員やパート労働者が正社員並みに働か

されている実態がよくあります。このような

方々には、育児短時間勤務はできない仕組み

になっていますし、労働条件も決してよくあ

りません。

以上のことも含めて考えますと、その前例

を三沢市が認めれば、民間会社で働くパート

労働者や派遣社員には、子育ての時間もとれ

ないということは容易に想像ができます。

いわゆる公務員並みにまともに働いている

非常勤職員や臨時的に任用される職員等に対

しても、子育ての育児休業が十分にとれるよ

うな体制を整備すべきでありますので、幾ら

国がこの制度をつくったからといって、それ

をそのまま引用するということに対しては私

は反対の立場でありますので、以上のことか

ら反対するところであります。

次に、議案第３３号三沢市総合振興計画の

基本構想について、反対の立場で討論しま

す。

これは、一般質問で取り上げましたので、

改めてるる述べませんが、いわゆる市民から

意見を聞くという制度が、私は、この計画に

対しては全く反映されていない。

一昨年の１１月のアンケート以外にでは、

昨年１０月末に行われた町内会の意見がまと

められながら、それが総合審議会のメンバー

には示されていない。たまたま８回まで延ば

したのも、これは、はじめは５回で終わるつ

もりが、８回まで延ばしてほしいということ

で、審議会のメンバーがみずから求めて延び

たものでありまして、市役所の方としては、

短時間のうちに決めたかったという背景が見

えております。１月８日から２１日の意見聴

取でも、市民が応じる人はいませんでした。

しかも、今回の予算書を見ますと、２０年

度の計画が定まっているわけです。予算の使

い道が決まっておりますが、３月末にならな

いと、この基本構想に付随した基本計画がで

きない。基本計画を運用することによって、

はじめてこの基本構想は動き出すわけであり

ますが、その予算の内容については、既に１

１月末の段階でおおむね定まっていると。大

変私はこの辺にも疑問を感じております。

もし、本当に基本構想が先にあって、基本

計画をつくってというのであれば、むしろ順

序を逆にして、予算書の作成はそれからでも

いいのではないかと思うところでありますの

で、このような、先に予算の計画があって、

それに付随する形で、もし計画がつくられた

とすれば、私はこの基本構想自体に市民の声

がどれほど反映されたのかに対して大変疑念

を感じるところでありまして、このような進

め方については大変賛同できないところであ

ります。

以上のことから、もっと市民の声を聞くべ

きだという観点で、今回の基本構想（案）に

ついては、この場で可決することも含めて、

反対するものであります。

以上です。

以上で、討論を打○議長（堤 喜一郎君）

ち切ります。

これより、採決します。

議案第１５号、議案第２２号、議案第２５

号、議案第２６号、議案第３０号及び議案第

３３号を除く議案第１６号から議案第３５号

までの１５議案は、委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案第１６号平成１９年度三沢市

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、

可決、議案第１７号平成１９年度三沢市土地

区画整理事業特別会計補正予算（第２号）、
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可決、議案第１８号平成１９年度三沢市下水

道事業特別会計補正予算（第３号）、可決、

議案第１９号平成１９年度三沢市介護保険特

別会計補正予算（第４号）、可決、議案第２

０号平成１９年度三沢市水道事業会計補正予

算（第２号）、可決、議案第２１号平成１９

年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第

３号）、可決、議案第２３号三沢市特別職の

職員の給料等に関する条例及び三沢市教育委

員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第２４号職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、可決、

議案第２７号三沢市乳幼児医療費給付条例の

一部を改正する条例の制定について、可決、

議案第２８号三沢市重度心身障害者医療費助

成条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決、議案第２９号三沢市介護保険条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例

の制定について、可決、議案第３１号三沢市

企業立地促進条例の制定について、可決、議

案第３２号三沢市立三沢病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、可決、議案第３４号財産の取得につい

て、可決、議案第３５号市道の路線の認定に

ついて、可決とそれぞれ決しました。

次に、議案第１５号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第１５号平成１９年度三沢市

一般会計補正予算（第６号）については、可

決と決しました。

次に、議案第２２号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第２２号三沢市職員の育児休

業に関する条例等の一部を改正する条例の制

定については、可決と決しました。

次に、議案第２５号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第２５号職員の給与の特例に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、可決と決しました。

次に、議案第２６号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第２６号三沢市特別会計条例

の一部を改正する条例の制定については、可

決と決しました。

次に、議案第３０号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第３０号三沢市後期高齢者医

療に関する条例の制定については、可決と決

しました。

次に、議案第３３号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、議案第３３号三沢市総合振興計画

の基本構想については、可決と決しました。

─────────────────

◎日程第３３ 議案第３６号

日程第３３ 議案○議長（堤 喜一郎君）

第３６号三沢市副市長の選任につき同意を求

めることについてを議題とします。



― 99 ―

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

議案第３６号につい○市長（種市一正君）

て御説明申し上げます。

議案第３６号は、三沢市副市長の選任につ

き議会の同意を求めるものであります。

平成２０年１月３１日をもって、三沢市副

市長を辞任した吉田耕悦氏の後任として、大

塚和則氏を選任するため、提案するものであ

ります。

なお、本人の略歴につきましては、議案書

に記載しております。

大塚和則氏は、人格、識見ともにすぐれた

方でありますので、よろしくお願い申し上げ

ます。

お諮りします。○議長（堤 喜一郎君）

この議案は、会議規則第３７条第２項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により、質疑、討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認○議長（堤 喜一郎君）

め、質疑、討論を省略し、直ちに採決しま

す。

議案第３６号は、これに同意することに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案第３６号三沢市副市長の選任

につき同意を求めることについては、これに

同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第３４ 議案第３７号

日程第３４ 議案○議長（堤 喜一郎君）

第３７号人権擁護委員候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題とします。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

議案第３７号につい○市長（種市一正君）

て御説明申し上げます。

議案第３７号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。

平成２０年６月３０日をもって、奥寺充氏

の人権擁護委員としての任期が満了となるこ

とから、後任として、新たに別部辰哉氏を人

権擁護委員の候補者として推薦するための提

案であります。

別部辰哉氏は、人格、識見ともにすぐれた

方であります。

なお、本人の略歴につきましては、議案書

に記載しておりますので、よろしく御賛同賜

りますようお願い申し上げます。

お諮りします。○議長（堤 喜一郎君）

この議案は、会議規則第３７条第２項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により、質疑、討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認○議長（堤 喜一郎君）

め、質疑、討論を省略し、直ちに採決しま
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す。

議案第３７号は、これに同意することに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案第３７号人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることについては、

これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第３５ 請願第３号

日程第３５ 請願○議長（堤 喜一郎君）

第３号教育予算の拡充に関する意見書の提出

を求める請願を議題とします。

総務文教常任委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑、討論をあわ○議長（堤 喜一郎君）

せて行いますが、通告がありませんので、質

疑、討論を終結します。

お諮りします。

請願第３号は、委員長報告のとおり、継続

審査と決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、請願第３号教育予算の拡充に関す

る意見書の提出を求める請願は、継続審査と

決しました。

─────────────────

◎日程第３６ 請願第１号

日程第３６ 請願○議長（堤 喜一郎君）

第１号三沢市立病院建築の凍結に関する請願

を議題とします。

民生常任委員会の審査報告書は、お手元に

配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑、討論をあわ○議長（堤 喜一郎君）

せて行いますが、通告がありませんので、質

疑、討論を終結します。

採決します。

本請願に対する委員長報告は、不採択で

す。

本請願を採択と決することに賛成の方の起

立を求めます。

（賛成者起立）

起立少数です。○議長（堤 喜一郎君）

よって、請願第１号三沢市立病院建築の凍

結に関する請願は、不採択と決しました。

─────────────────

◎日程第３７ 基地対策特別委員会

審査報告

日程第３７ 基地○議長（堤 喜一郎君）

対策特別委員会審査報告を議題とします。

２０番。

それでは、基地対○２０番（馬場義美君）

策特別委員会の２年間にわたる報告をいたし

ます。

当委員会は、平成１８年第１回定例会にお

いて設置されました。現在に至るまでに行っ

た審査の結果については、会議規則第１０３

条の規定により、次のとおり報告いたしたい

と思います。

基地対策特別委員会は、基地から発生する

さまざまな問題が増加していることから、一

地方自治体が独自で解決できるものではな

く、国の責任において行うべきものである

と、そのように考えてございます。

特に、民生安定対策につきましては、平成

１８年度に１２項目、１９年度に１３項目か

ら成る三沢基地周辺対策に関する要望実現方

を、国に対して強力かつ精力的に要請してま

いりました。

平成１９年度、進捗が見られたものとして

は、第１点目の在日米軍再編に伴う新たな交

付金について、三沢市が再編関連特定市町村

に指定されまして、交付金として２億３,７

０４万５,０００円が交付されることになっ

たわけでございます。国防上、重要施策であ

るとともに、我が三沢市が再編交付金の交付
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指定団体となるために、委員会として、再編

計画の受け入れ容認をせざるを得ない苦渋の

選択を迫られたと言っても過言でないと思い

ます。

２点目でございますけれども、三沢市立三

沢病院建設事業に対する支援については、防

衛施設周辺の生活環境の整備に関する法律第

３条第２項による機能復旧事業として、２２

年度に開院の見通しであります。現在、造成

工事施工中でありますが。

３点目については、天ヶ森・砂森地区の早

期移転についてでございます。４点目は、三

沢飛行場第２滑走路の早期着工について。６

点目として、農産物加工施設の早期着工につ

いて。７点目は、第２種騒音区域指定を受け

た地区の早期移転について。

８点目は、住宅防音工事の促進について

は、早期に移転完了や着工等をできるよう

に、引き続き財務省に対して概算要求をして

いるところであります。

１０点目については、航空機騒音の規制に

ついては、平成１２年９月にＮＬＰを実施し

て以来、予備基地に指定されるものの実施は

されてないと、そう判断いたしてございま

す。デモフライトについては、１８年度４３

回、１９年度は２５回実施されているところ

であります。国では、最小限の訓練にとどめ

るよう米軍に申し入れをしているとの回答で

ありました。

しかしながら、５点目の（仮称）三沢基地

広報館の設置についてや、９点目の基地周辺

住民対策の拡充について、１１点目の防衛施

設周辺の生活環境整備に関する法律の積極的

かつ弾力的な運用について、１２点目の各種

財政援助措置等の改善につきまして、１３点

目の基地関連企業の誘致促進に努められると

ともに三沢基地関連施設工事及び調達物資の

地元業者への優先的発注については、当市の

実情に理解は示すものの、法と予算のハード

ルが高く、数回の要請行動をとるも進捗が見

られなかったのであります。

また、本要望の早期実現を図り、実効ある

ものとするために、要望項目を絞り込み活動

した結果、曲芸飛行訓練――デモフライトの

即時中止については、外務省のほうにもお願

いをしながら、数を減らす等の方法を検討

し、基地周辺住民の声を再度米軍に伝えたい

とのことでありました。

特に、特定防衛施設周辺交付金、いわゆる

９条交付金の増額については、防衛省そのも

のの予算額が非常に厳しく、財源確保が難し

い中、１８年度に比べ増額となり、結果、９

億４５７万９,０００円となったところでご

ざいます。

次に、農産物加工施設の早期着工について

は、防衛省と財務省に２０年度の概算要求を

しております。この件については、三沢市の

意向を酌み取り、予算獲得に全力を尽くすと

のことであった。

次に、テレビ共同施設のデジタル化放送の

早期対応については、２０年度にネットバン

ドを利用し、一部、地上デジタル放送が視聴

できる工事を行い、その他の改修時期につい

ては、これから検討してまいりたいとのこと

でありました。

最後に、三沢飛行場の早期着工について

は、平成１９年度の整備にかかわる調査で、

滑走路の運用状況調査を行いました。この調

査結果を踏まえて、今後、いろいろな対応を

してまいりたいとの回答を得ました。

この要望の結果は、市及び市議会の活動の

成果と考えるところであり、今後において、

なお一層具体化に向けて、引き続き粘り強く

政府関係機関等へ強力に要請していく必要が

あると考えます。

また、基地を抱える当市には、ＪＴＡＧＳ

等の数多くの問題があり、米軍人の交通事故

や暴力事件、Ｆ－１６戦闘機等の緊急着陸や

模擬爆弾投下など予測のできない事故・事件

が発生しております。

当委員会では、委員会を１９回、要望・陳

情を６回にわたり、問題解決に向けて活動し

てきたところでございます。事案によって

は、進展したものもあるが、未解決の問題が
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山積いたしてございます。

今後においても、問題解決に向けて、より

一層の活動を市及び市議会で強力に推し進め

るべきであると思います。

以上で、報告にかえます。

質疑を行います。○議長（堤 喜一郎君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結しま○議長（堤 喜一郎君）

す。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり承認する

ことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、基地対策特別委員会審査報告は、

承認と決しました。

─────────────────

◎日程第３８ 幹線道路促進特別委

員会審査報告

日程第３８ 幹線○議長（堤 喜一郎君）

道路促進特別委員会審査報告を議題としま

す。

１３番。

会議規則第１○１３番（小比類巻正規君）

０３条の規定に基づき、幹線道路促進特別委

員会が設置されてから現在に至るまでの審査

の結果を御報告いたします。

当委員会は、地域連絡主要幹線道路の整備

促進を図ることを目的とし、平成１８年第１

回定例会において設置されたところでありま

す。

委員会の活動方針としては、一般国道４５

号上北道路の整備促進並びに国道３３８号の

整備促進の２件を掲げ活動してまいりました

が、これまでに委員会を９回開催し、そし

て、要望行動を４回、現地視察を１回、そし

て、平成１９年１２月には、道路整備の促進

を求める意見書を国に提出したところであり

ます。

一般国道４５号上北道路については、平成

１７年度に国の直轄事業として採択され、延

長２６キロメートル、幅員２３.５メート

ル、暫定片側１車線の道路として計画、平成

２７年の完成を目指すというものでありまし

たが、この１０年間という計画期間の短縮を

図るべく活動を行ってまいりました。

具体的には、国、県、そして青森県選出国

会議員に対し、工期短縮、道路の早期完成を

求める要望行動を行うことにより、地方の切

実なる願いを伝えてきたところであります。

この結果、ことし２月末現在で、総事業費

約２００億円に対し、これまでに約４０億円

が投下され、進捗率としては、事業費ベース

で２０％となったところであります。

さらには、上北道路の延長である、上北横

断道路青森・八戸間については、国道交通省

の道路整備の指針である、向こう１０年間の

道路整備の中期計画に組み込まれるなど、十

分と言えないまでも着実に進捗いたしまし

た。

また、国道３３８号については、車道幅員

が７メートルという狭隘な道路であり、特に

近年は、六ヶ所村への通勤車両や工事車両等

により、朝夕の交通量が増大し、交通渋滞が

発生するなど、沿道集落の住民にとって危険

な状況となっておりました。

このことから、国道３３８号の拡幅整備

と、新たなルートを構築するための架橋の新

設を要望してまいりましたが、青森県管理の

３けた国道ということで、国並びに青森県選

出国会議員はもちろんのこと、管理者である

青森県に対し、強くその必要性を求めました

が、県の財政事情等から、なかなか進展を見

るに至らなかったところであります。

我が三沢市にとりましては、自動車は市民

の日々の生活を支える足となっており、通勤

通学はもとより、農・漁業等の生産物の輸送

はほとんど自動車に頼っている現状にあるこ

とから、地域の均衡ある発展と市民生活の向

上を目指すために、道路の整備は必要不可欠

で、喫緊の課題であります。

折しも、道路特定財源のあり方が国会で議

論され、国民の関心事となっている中にあっ
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て、関係省庁等に対し、地方にとって真に必

要な道路整備を求め、そしてまた、地元の声

を届けることは必要と考えたところでありま

す。

このようなことから、早期の高速交通体系

の確保、そして、狭隘路線等を解消するた

め、今後とも地方における道路整備の促進に

ついては、継続的かつ強力に活動を行う必要

があります。

以上、幹線道路促進特別委員会審査報告と

いたします。

質疑を行います。○議長（堤 喜一郎君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結しま○議長（堤 喜一郎君）

す。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり承認する

ことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、幹線道路促進特別委員会審査報告

は、承認と決しました。

─────────────────

◎日程第３９ 議員提出議案第１号

日程第３９ 議員○議長（堤 喜一郎君）

提出議案第１号一級河川の権限委譲に関する

意見書（案）の提出についてを議題としま

す。

提案理由の説明を願います。

１３番小比類巻正規議員の登壇を願いま

す。

議員提出議案○１３番（小比類巻正規君）

第１号について提案理由を御説明申し上げま

す。

国においては、国民の安全・安心を確保す

るとともに、経済の安定を図るために、同一

都道府県内で完結する一級河川であっても、

国がみずから、その管理者として責任を果た

されるよう提案するものであります。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

申し上げます。

次に、お手元に配○議長（堤 喜一郎君）

付してあります意見書（案）を局長に朗読さ

せます。

朗読いたし○議会事務局長（古澤次寸君）

ます。

意見書第１号一級河川の権限委譲に関する

意見書（案）。

治水事業は、国土を保全し、洪水等の被害

から国民の生命と財産を守り、活力のある経

済社会と安全で安心な生活環境を築くうえ

で、欠かすことのできない、最も根幹的な事

業であり、これまで国家の最重要課題として

推進されてきました。

この結果、治水安全度は向上しつつあるも

のの、地理的条件や厳しい気象条件から自然

災害を受けやすい環境にあるため、依然とし

て全国各地で毎年のように大きな災害が発生

し、幾多の尊い生命と財産が失われていま

す。

昨年も７月の台風第４号及び梅雨前線の影

響による大雨で、西日本、東日本及び東北南

部において洪水被害が発生しています。

また、東北地方では、９月の秋雨前線の影

響による大雨で、岩手県、秋田県内で甚大な

被害が発生したことは記憶に新しいところで

す。

青森県内各地においても、台風や大雨のた

びに浸水被害が発生しており、県内を流れる

一級河川である高瀬川は、平成１８年１０

月、平成１９年１１月と、近年でも洪水によ

る家屋浸水などの被害が頻発するなど、高瀬

川放水路等の治水施設の早期完成はもちろん

のこと、改めて治水事業の重要性を痛感させ

るものです。

このような中、政府の地方分権改革推進委

員会の「中間的な取りまとめ」（案）におい

て「一つの都道府県内で完結する河川につい

ては、一級河川の指定区間外（国管理区間）

を含め、すべて都道府県管理とすべきであ

る。」と明記されていることは、地域の安全

・安心のために治水事業の推進を求める地方

の声に逆行するものであります。
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よって、国においては、国民の安全・安心

を確保するとともに、経済の安定を図るため

に、同一都道府県内で完結する一級河川で

あっても、国が自ら管理者として責任を果さ

れるよう強く要望します。

以上、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出します。

平成２０年２月２１日、青森県三沢市議

会。

以上です。

お諮りします。○議長（堤 喜一郎君）

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第２項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認○議長（堤 喜一郎君）

め、委員会付託を省略します。

質疑、討論をあわせて行いますが、通告が

ありませんので、質疑、討論を終結します。

採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認○議長（堤 喜一郎君）

め、議員提出議案第１号一級河川の権限委譲

に関する意見書（案）の提出については、原

案のとおり決しました。

─────────────────

以上で、本定例会○議長（堤 喜一郎君）

に付議された事件はすべて議了しました。

─────────────────

◎勇退議員あいさつ

ここで、今任期を○議長（堤 喜一郎君）

もって勇退されます工藤内記議員、馬場義美

議員より、ごあいさつの申し出がありますの

で、これを許可します。

工藤内記議員の登壇を願います。

日本共産党の工藤○１０番（工藤内記君）

内記でございます。議長のお許しを得て、名

実ともに最後のあいさつを行います。

１９６９年１１月、２４歳のときに、当時

の上北町役場在職中に日本共産党に入党し、

ことしで党歴３９年目を迎えます。３０歳で

上北町役場を退職してからは、選挙選挙の連

続でありました。

４年前の三沢市議会議員選挙では、市民の

皆さんの御支持、御支援を受け、初当選を果

たすことができました。以来、４年間にわ

たって、市民の皆さんの期待にこたえるため

に全力を挙げて頑張ってまいりました。そし

て、期待にこたえ切れたかといえば、不十分

な部分もあったかもしれません。それでも４

年間の任期を全うできたのは、御支持、御支

援をいただいた市民の皆さんはもちろん、市

役所執行部の皆さんをはじめ、先輩議員、同

僚議員の御指導、御協力があったからだと感

謝しております。

改めてこの４年間のお礼を申し上げ、最後

のあいさつといたします。本当にありがとう

ございました。（拍手）

次に、馬場良美議○議長（堤 喜一郎君）

員の登壇を願います。

貴重な議会の時間○２０番（馬場義美君）

をいただきまして、本当に申しわけなく思っ

てございます。

今、はしょって４４年間を振り返ってみた

いと思います。

先ほど、工藤議員からも話されましたが、

私は、戦後間もなく、社会党政権によって農

地改革がなされました。廣澤牧場約３,００

０町歩、三沢市全体の４分の１に当たると思

いますが、その事業を、全くの獣医の卵が一

変して土木をやりまして、北部の開発のため

に青春を傾けてまいりました。

そうしている中で、開畑約２,０００町

歩、そして、畑にならない３分の１の１,０

００歩、附帯地を含めますけれども、２７年

に土地改良事業が始まりまして、国のほうに

陳情いたしてまいりました。

そのときに、五戸町出身でありました三浦

一雄、農林大臣をやられた先生のところに参

りまして、予算をお願いしたときに、「い

や、予算はつけてやろう」と、その結果、点
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数を幾らくれるのだという話が出まして、２

０代でございまして、政治というやつは汚い

ものだと、率直にそう思いました。

私は一貫して、国の政治も、国際的にもそ

うだと思いますが、やはり政治によって国が

つくられ、世界があるのだということを一貫

して思ってございます。いわば、政治の安定

なくして、経済の安定がなく、経済の安定な

くして、我々庶民の生活の安定がないという

こと。たまたまそう言いながら、個人的に

は、決しておごることなく、高ぶることな

く、謙虚でありたいと、そう思いながら４４

年間を過ごしてまいりました。

そのやさきに、藤山愛一郎先生が国の財政

のトップから外務大臣に迎えられまして、一

つの派閥をつくられまして、先ほどもどなた

か言いましたけれども、人間づくりというこ

とで提唱されまして、当時、自分のポケット

マネーで１年間に２億５,０００万円、そう

伺いましたが、それを投じまして、全国から

１００人余りの特訓を、いわば政治の藤山大

学校を設置されまして、それに、当時の小比

類巻市長から、ぜひ行ってこいということ

で、一改良区の職員でありましたけれども、

推挙されまして、特訓を受けました。それは

３８年でございます。

翌年、三沢市議会の選挙が始まりまして、

全く一改良区の職員が、無謀でありましたけ

れども挑戦をして、市会の３０名の定員でご

ざいましたが、当時、今も記憶ございます

が、４７名の立候補者がありまして、１７名

が、すなわち落選ということでありました

が、上位当選を果たさせていただきました。

自来、今日までさまざまな経緯がありまし

たけれども、恵まれまして、先輩方から引き

出されまして、１期で建設委員長をやらせて

いただき、４０代で議長をやらせていただき

ました。

といいましても、日々にわたって、これ

は、政治の世界に関連する皆様方は御理解い

ただけると思いますが、毎日が孤独であり、

忍耐の日々であったと、そう思ってございま

す。

そして、今こうして考えますと、当時から

見まして、５３名ほどの同僚議員が亡くなら

れました。また、議長経験者１４名でござい

ますが、９名の方々も永眠されました。そし

て、市長も、種市市長で４代目でございます

が、３人の市長が永眠されました。

そういう中で、私は、いかに今日まで、そ

の４４年間を振り返りまして、こうしておら

れるのも議員各位の御指導、御鞭撻、そし

て、市長をはじめ、部課長の御指導、御鞭撻

があったればこそと、心から感謝をいたして

ございます。

言いたいことはたくさんございますけれど

も、いずれにしても、先ほども、私を除い

て、健康を害して、そして、今回で勇退され

る方々を見まして、健康がいかに大事かとい

うこと、さぞその方々は無念であったろうと

思いますが、皆様方には、これから、あした

にも選挙を抱えまして、ひとつ存分に選挙戦

を戦いまして、また、この議場において活躍

されることを期待いたしたいと思います。

私は、一言申し添えますが、決して、これ

からの市政、県政、国政もさることながら、

非常に厳しい時代に突入したと、そう思って

ございます。２１世紀を叫んでこられた議員

さんもおられますけれども、決して２１世紀

は、決して我々の期待に沿える世紀なのかと

いうことをいささか疑問に思ってございま

す。

ちなみに、一言申し添えますと、今、国の

借金は８００兆円、私は、１０年間でこれを

返済すると、１日に何と２,１１３億円、毎

日返さなければならない。この話を県連の総

会のときに私は話をしました。青森県のベテ

ラン代議士が、「確かにそのとおりでござい

ます。会長の言うとおりでございますが、そ

こにチャックをしてもらいたい。何とかなり

ます」ということで、皆さん方が笑いました

けれども、その８００分の１、１兆円の価値

観、皆さん御承知だと思いますけれども、１

００万円を毎日使って、２,７４０人いなけ
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れば使えない額です。その８００倍でござい

ます。

私は、３９年、オリンピックの年でござい

ましたが、議席を得られたときは、先ほども

触れましたけれども、市の予算が２億円でご

ざいました。今、４０年たちまして、約１０

０倍になってございます。それらこれらを考

えますと、非常に、先ほどもさまざまな意見

が出ましたけれども、簡単に市政運営を、非

常に種市市長もこれから腹を据えてかからな

ければならないというふうに、私は一市民と

して、そう思ってございます。

どうか、最後になりますけれども、存分に

選挙戦を戦いまして、少なくともこのメン

バーが再選されまして、三沢市政が過たぬよ

うにお願い申し上げて、最後のあいさつにい

たします。ありがとうございました。（拍

手）

─────────────────

◎議長あいさつ

ここで、議○議会事務局長（古澤次寸君）

長からごあいさつがあります。

議員各位のお許し○議長（堤 喜一郎君）

をいただいて、今任期最後の議会でのごあい

さつを申し上げたいと思います。

まず最初に、今議会、任期をもって勇退さ

れる議員各位に、日ごろの議員活動と、そし

て、議会内外で折々に触れて発言、行動する

姿を見まして、参考になる点、多々ありまし

て、勉強させていただきました。この場をか

りて、改めて、勇退議員の皆様方に御礼と感

謝を申し上げたいと思います。

さて、４年前、１５代の議長に推挙、就任

しまして、一言で言えば激動の４年間であり

ました。私自身、自分のことを素直に表現す

れば、非力非才であり、歴代の議長が累々と

築いてこられたこの議会の歴史と伝統を守り

抜いていけるかどうか、毎日が不安の日々で

ありました。

しかしながら、議員各位の理解と協力、そ

して、市長をはじめとする執行部の皆さん

の、これまた協力をいただいて、４年間を過

ごすことができました。

歴代の議長が築いてきた歴史と伝統を守り

抜いたかなという思いもしますけれども、こ

れは、今後、皆さんの御批評、御批判をいた

だくところでありまして、自分自身として

は、全力を傾注してきたと思っておりまし

て、皆様に感謝の一念でいっぱいでありま

す。

特に、議会の職員には、局長をはじめとし

て、本当に支えていただきました。ありがと

う。

１３代議長、羽立先輩は、８年前にこの議

場において、「２１世紀は地方分権の時代

だ」とごあいさつをしております。まさしく

今その波が地方自治体に押し寄せているので

はないかなと思っておりまして、権限の移譲

はあるものの財源の移譲はない、地方自治体

の運営は大変厳しいものがあります。

議会もまた、平成２０年度以降は、議会改

革の時代に突入する。避けて通れないことで

はないかなと思っております。いわゆる議会

に寄せる市民の声は厳しく、議員個々には、

その資質を問う時代にも突入したのではない

かなと思ってもおります。

時節柄、体調管理には十分御留意の上、市

政の進展と住民福祉の向上という大義をもっ

て、再びこの議場で論戦を交えることを期待

をし、そして、議員各位の今後の御活躍をお

祈りし、私の最後のあいさつとさせていただ

きます。満堂の皆様、ありがとうございまし

た。（拍手）

─────────────────

◎市長あいさつ

ここで、特に市長○議長（堤 喜一郎君）

より発言の申し出がありますので、この際、

発言を許します。

市長。

平成２０年三沢市議○市長（種市一正君）

会第１回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言ごあいさつ申し上げま

す。

今定例会は、去る２月１２日開会され、本
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日まで１０日間にわたり、平成２０年度三沢

市一般会計予算及び各特別会計予算並びに行

政運営上必要な条例の制定など、追加議案を

含めて３４議案について慎重なる御審議を賜

り、全議案ともそれぞれ原案どおり御議決並

びに御同意を賜り、衷心より感謝申し上げま

す。

御議決いただきました各議案の執行に当た

りましては、御審議の過程におきまして、議

員各位からいただきました御意見、御提言を

十分に尊重いたしまして、最善の効果をおさ

めるよう努力してまいりますので、何とぞ一

層の御支援、御協力をお願い申し上げます。

さて、今議会は、議員各位にとりまして、

任期内における最後の定例会であります。

顧みますと、平成１６年３月、市民の皆様

方の衆望を担われ、御当選されて以来４年間

にわたり格別の御尽力と御活躍により、市政

発展のために御貢献されましたことに対し

て、深く敬意を表するものであります。

特に、今回、勇退されます議員各位には、

まことに惜別の情を禁じ得ないものがありま

すが、何とぞ御自愛の上、また、御健勝にて

活躍されますことを心からお祈り申し上げま

すとともに、今後におきましても、御助言並

びに御協力を賜りますようにお願いを申し上

げます。

また、来る３月９日に執行されます三沢市

議会選挙に再出馬されます議員の皆様には、

心から御健闘をお祈り申し上げまして、甚だ

簡単ではありますが、閉会に当たってのあい

さつとさせていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────

これをもって、平○議長（堤 喜一郎君）

成２０年三沢市議会第１回定例会を閉会しま

す。

午前１１時５０分 閉会
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